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電気温水器の保守において、60℃以下での排水が求められており、通常
は耐火二層管で問題がないと考えています。

図面番号　M-09
電気温水器の排水配管の材質
耐火二層管ですが、耐熱配管は不要ですか。

図面番号　M-07
道路本復旧が、記載されていません
本復旧は、別途と考えてよろしいですか。

市水、下水道本管の接続に伴う掘削、本復旧は本工事に含みます。

建築基準法施工令第１２９条の２の５第１項７号（ロ）により、平１２年建告１
４２２号に基づきますので、本工事は耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管
（HIVP)JIS K 6742、管径30Aですので、告示に該当します。
貫通部と給水管の隙間は、モルタル等の不燃材料で埋めてください。

ボイラーはすでに撤去されており、今回の工事ではボイラーの撤去はあり
ません。

質疑・回答書

告示番号 件　　　　名 （仮称）豊中市庄内駅前庁舎整備給排水衛生設備工事

図面番号　M-12
３階のボイラー室がありますが、ボイラーの撤去が
リストにありません、撤去は無いと考えてよろしいですか

回　　　　答質疑事項

図面番号　M-06
給水管床貫通部に、耐火処理必要ですか。

No
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質疑・回答書

告示番号 件　　　　名 豊中市庄内駅前庁舎整備給排水衛生設備工事

No 質疑事項 回　　　　答
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図面番号　M-11
浄化槽がありますが、残置として考えてよろしいですか

建築工事で浄化槽上部の地盤のはつり、埋め戻しを行います。
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